











































































































































































































































（ 1 ）C57BL/6マウスに抗 RANKL 中和抗体を投与し， 2 週間後に大腿骨の LIF とスクレロスチンの
発現を組織学的に調べた．抗 RANKL 抗体の投与により，海綿骨の破骨細胞数，血清骨吸収マーカー
および LIF の発現が低下した．これに伴い，スクレロスチン発現は増加し，海綿骨上の骨芽細胞の

































　⑷象牙芽細胞の枯渇後の再生実験： Col1–GFP/Col1–Cre/DTR マウスに DT を投与し， 1 日， 1 週，
3 週後に第一大臼歯を回収して，凍結切片および Real–timePCR を解析した．ジフテリア毒素投与直
後では著しい象牙芽細胞の減少が認められますが，時間依存的に再び象牙芽細胞が出現することが明ら
かになった．




















し，MGB–PR を 算 出 した．また，陽 性 細 胞 を 同 定 するために MGB と MUC7，MUC5b，S100，
SOX10との蛍光二重染色を行い，MGB 陽性細胞の分布を検索した．統計解析には R を用いた．
【結果】MGB 陽性細胞は散在性ないし小集団をなして存在し，腺房内の漿液細胞，粘液細胞，筋上皮
細胞，介在部導管および線条部導管と思われる部位に MGB 陽性を示した．全体の MGB–PR の中央値
は10.₉％を示した．各年齢群間の MGB–PR に有意差はなく，各群内でばらつきを認めた．男女間の




























そのうち，G. sanguinis，G. haemolysans，G. morbillorum の 3 種が同定された．これらの Gemella
属の割合を歯周病患者と健常者で比較したところ，健常者において G. haemolysans が有意に高いこと
が示された．さらに，G. haemolysans の歯周病病原菌である Porphyromonas gingivalis に対する直
接的な影響を調べた結果，G. haemolysans は，P. gingivalis の生育を阻害することが明らかとなった．
以上のことから，口腔内で G. haemolysans が増殖することにより，P. gingivalis の生育を抑制して健
康な口腔内環境の維持するモデルを提唱する．
